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カナダの都市景観
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1. カナダ者Ilrliの発展過程
]1. 氏!j)]YJ多 1反j~l:と者1I rn- lf~ í'flJ~ 
]ll.立体S;t1見と地!ご街の発i主
lV.むすび
カナダの者に以jする
ないのが現状である.本研究では7
万伝えられるジャーナリズム院係のものをi徐くと， ほとんど
として 1982年10月一杯に行った現地調査に基づき，その現況を
切に守する.
1 .力ナダ都市の発展過程
白人波来前のカナダには，都市といえるよう く存在しなかった. 第3 を中心とす
る者liTli{幾誌によって主{本IYJfこ形hえされる
し， 当初]の探!投1#代には，者15THといえるよう
つまり者I)-Iliは， 白人j度末後の発i主によっている.しか
の発達はなく， 17世紀に入ってからの毛皮取引以
後による.Quebecおよび Montrealは， 17世紀における毛皮取引のIHTとして商人によって建設され
た.これは初期においては小規模な121郭都市であった. 1660年代になって，ルイの代に，フラン
ス政府の包下に入り，以来，イギリスに実権を奪われるまで， フランス人のrHTとして存在し続け
た NewOrleansまで， フランスの版fZ]が南 iごした全盛期においては， Quebecがその行政上，商
業上の中心であった1)
1749 ~ì三にイギリスによって Halifax の町が建設されたが， これはその北の， やはり伺じノヴァス
コシアにある Louisbourg (フランスのilT)に対抗するためのものであった.アメリカ
にも， Halifaxはイギリス海軍の拠点として機能した.1794'"'-'97年には，現存する砦 (Citadel)が建
設された.し寸エれにせよ， カナダ大西洋岸地域におけるイギリスの覇権が強まり， 以後， カナダはイ
ギリス引の都市発達をl二|コ心に，ケベ yタ/1'1におけるフランス型の都市発達を従とした， 二元型の発達
を示すことになる
この二元1の者[¥Tli発達は， 1911:紀の1:1頃より となった商業活動の活発化によって大きく変貌す
るようになる.それまでの LmverCanada (ケベソクナト1)と Upper Canada (オンタリオ小1'1)の個
別i'内な発展が，特に 1867年の Confederationによって，一つのi主!としての発達が進められることに
なったためである.その際， イギリス )li~!主導に偏きがちであったが，実際には， 南のアメリカ
における都市恕設の影響が強くなったと見てよい
ヨーロ y ノくを強く志日院した植民地~Jì~ 者15T1}分布から， カナダは次第に， この大陸的規模の土地に根ざ
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した都市分布を示すようにな る. いう までもなく I勾|注者[STI:)の発達である。 1833年には vVelland
Ship Cana1が fむ完成し， ナイアガラ沌を;1王巨iする水路がで‘きていたためもあ-)て，19 U]:紀の後三I~:
から20tj:紀にかけては，大西洋より数百ないし千数百キロの内肢がp ‘一j，じは水路によ って迎絡される
こと になった .特にオンタリ オ片|南部のヒ ユーロン ・エ リ ・ー オンタリオrMJに!江iまれた地域の農業i'1'j
発達は目ざましかった 同!時に[!EIヨーロ yパにおける小麦需要のI並大に応えて?プレ ーリ一地方の開
拓が進みy その鉄道タ ーミナルとして) Port Arthurと Port Williams (現在の ThunderBay) 
も大いに発展した.こ うしてフ内陸部奥深くにも，vVinnipeg， Eegina， Sas:，atoon， CaIgary， Ed-
montonなどの都-mが発達した
1875年には，その後の太平洋岸の拠点都市となる Vancouverが建設されfこ.当時は Granvil1eと
呼ばれていたが， 1886年にはカナダ太平洋鉄道が東部よりここまで延長された. これは，アメリカ合
衆国の最;初の大!位以l折鉄道(1869年〉よりおそかったがフ それにしても 19 問紀 1:1 1 にこの大肢の一jI]jjj~ドが
鉄道で・結ばれていたのである .
工業の発達が都TIT化を促i主するのは，どこでも同様である. カナダで(土1870年代に二l二業化が始まっ
たとされるが2)) これは20l!L*己に入って)J口述する.オンタリオ/l'1i羽詰1)の Pctroliaでは1865:(1三以米{.IiiJl
が探くつされ3 また，のちには Edmonton一花:が石油の大産地へと移行する. こうして， 1920年代
以後のカナダは y アメリカ合衆国とほぼ同I#WIにy 自動車(トラ y クを合む〉がイJ11~1句交通手段とな
りy 都市化も自動車を念頭に置いたものへと変容する 郊外住宅地の大発泌がEI[主|者[~7!'f迅iITVJの形議.を
強く受けたことはよく知られている
E 民族的多様性と都市景観
カナダは多民族国家である.カナダの多民紋国家としての氏族分布引は， I H大 lí1~~者 |主! とは迷って，
どこにそれぞれの氏股が住むかは，原則的に自由選択に{壬されており， fij.J 1濯な分布地域-地l瓦をもっ
ていない.この }~i\ ，新大陸型である. しかし 3 すでに多くの研究がなされているよ うに，それぞれの
民族は?特にいわゆる少数民族の場合には 3 ある程度集中IYJ居住形態をと ることと y プランス系カナ
ダ人(国民の約 4分の 1)の大部分は，都市と農村の両者にわたって IリHi{(iなl(:Jj)~ 7)-;{rJをかしてい
る.後者はp どちらかといえば，旧大陸型の民族分布である.
カナダの者[~ilî}4'1' rlÛ~にも ， このカナダの民放的多採'I~t.の現状が強く反映している. 1960年代以より強
くなってきた少数民族の文化を認知しようとする動きは， カナダの各地で交すますyrt}まってきてし、る
といわれる .政策的にも，この多文化主義が強く 1'ljIし/:Bされている その結うに， カナタの都市二ji:制
は， 一つの文化では説明できないほどの多係性があるといわれている i人Hu:のるつぼ」から「民放
のモザイタ 」への移行である.
カナダの者[51!}景観に占める民族的多段性はy 宣伝者の尽からすると ， いわれているほどには強烈!な も
のとは映らなかった.とい うのは， 統計 が示す人種・民族の多Hr~'I~I:: とはあ まり IYJff(~ なしに p むし/)紘
一性が強く IJ1ているからである.もちろん， これは辺去の Assimilationプロセスの純米であるかも
知的ノない.しかし 3 現在進行中の民族文化を強く指向した街道み??(約
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の商庖{誌に限られているに過ぎない
カナダとい うイギリス (アメリカ〉またはフラ ンスの影響の強い環境の中で， 民族的街並み景鋭の
r:1こlで最も 目立つのは 1 やはり チ Tイナタウンであろう Torontoおよび Vancouverには，カナダの
f:r.者InlTの中でも特に大きいチャイナタウンがある.英連邦の一国として 3 ホンコン辺りから多くの中
国系住民がきているからであり，硲かにかなり異質的景観を示している. しかしよく見ると，歩いて
いる人の 中に仁I:II~I 系が多いこ と が ， 最大の奥質さを示す要素であるかも知れない.もちろん，応の看
板に相当数の漢字が佼われている ことも， 言語景観をカナダの標準的なものから大きく離しているこ
とも事尖である .
チャ イナタウンにおける建築様式は， ごく一部のものを除くと，ほぼ完全に一般的なカナダ(北ア
メリカ〉級式である. 景観上の違いは，前述のように歩く人の姿と看板と販売されている l見物の違い
なのである .建物の段式にまで中国式影響はほとんど及んでいない.これは， 通常のカナダ式商応住j
が，ごく僅かの形態変化しか伴わずにチャイ ナタウン{としたからである
しでも， 使用されている文字の過半数はローマ字であり ，文字に関する限りローマ字文
化圏の一部であることが分る .ただ，漢字という全く異なる系統の文字の使用も相当に多く，文化の
多綴性を示す指棋として 卜分に認知iできる.ローマ字で、表示されている内容の中にも， 庖鮪名として
中国語が使われていることが多く y 例え漢字でなくても，一般の人びとにとっては呉国情緒と思える
ことも事実である.
仁jこl国系住民が集に1:1して居住している住宅地は? 歩いている人の姿以外はほとんど完全にカナダ的最
初であり， そこに東洋を感じるこ とは， 少なくと も外見上は全くないといってよい.文化景観上の多
係性は，商Ili街に|浪られるといってよい
同様なことは， イタリア系， ギリシャ系，スペイン系，ポルトガル系，ユダヤ系などについてもい
える それらの住民が集1:[こlして居住しているところへ行っても， それがそれぞれの母国の文化に強く
影響されているところはきわめて稀であり， この場合でも景観上の多様性はほと んど商庖街に限られ
る.しかも， その多様性はチャイナタウンと比べるとはるかに不明確であり 3 ややもすると気付かな
い程度の差である
例えばp ギリシャ人の多い地区の街道み景観を見ても， 建築様式はほぼ完全にカナダ式である .文
字に代表される言詑景観もp 大部分が英語で， 1寺j'Ji'りギリシャ人の名前が ロー マ字で表記されるとい
うに過ぎない. ギリシャ文字の看板を見つけるこ とは， 稀にしかできない.
EI 本語または !:I 本文化を表わすよ うな都ïlT :lJ~H{Jt も， ほんの僅かではあるが見られる.チγ イナタウ
ンには日本商JIllをうそる応が， ロー マ字表記で1:1本語名の看板を出している .また， 白人系カナダ人の
経営する日本の伝統的品物を売る自もあり !二|本語の看板が出ている.しかし，これらは全体の中で
きわめて例外的なものであり，日本的なものが大量に存在し， 街並み景観の重要な構成要素となるこ
とは，現在のところはない.この点でJ、土， Los Angelesの LittleTokyo，あるいは SanFrancisco 
の Nihon-machiの程度よ りはるかに小m撲であ り，無視しうる J限度と 凡てよい
日 本の者IITIJ 東側における文化的多機'I~l:は p ほとんどすべての住民がいわゆる自本文化の担い手であ
? ?? ?
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フラ ンス語名の喫茶若干の例外もあるが，英 のる日本人によって形成されたものである 3)4)
伝統的な文化景観との並存またおびただしい数のローマ字使用の看t反，欧米風の建築様式など，
?
いfこるところで顕著に見られる.は伝統的な文化景観の欧米化が，
さまざまな文化をもちながら，景観的i'tかに多種多織な民族が集まり p力ナダでは，こ;Irしに対し 3
全体多様化への努力はもちろん認められるが，には顕著なIilij--化が行われ.統一性が保たれている.
を大き く変えるぽどには至っ ていないと見るべきであろっ-
立体景観と地下街の発達
? ?
カナダ型都市の立体景観は，全体としてはアメリカ型である(第 1図).同人口規模の者I~ ïtíで比較す
スプロ ールの度合がやや低いと見てよアメリカの都市よりも市街地の及ぶ純図がやや狭い.ると y
アメリ カその結果もあってpイギリ スと アメリカの仁|二!['tnであるといわれる--sl支にカナ夕、では Pし、
と西三 一戸 yパのI:!=lmlu';つな様相を示しているのであろう
市街地の人仁l密度を低くしなけその結果，カナダも 自動車依存型社会であるアメ リカと同，仮に，
地下在失Torontoや Montr匂lのよ うに，自動車社会を十分に後能させることができないれば，
自動車の使用が第一義的であるここにおいても，交防ト電車科司をも っている都市もあるが，ス
これとて，全体の傾向を大きく変えるものではない.
自動車がほと んどーといってもよ いほど
では ilillJ:の利用もぽんであるが，
Winnipegや Vancouverなどy 他のすべての都市ーでは，
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の輸送手段とな っている.従っ て，市街地人仁i';主:伎は低い
ほぽア メリカ に泣いだけの{止し寸1イ角地人口密がカナダで認められるfl!白としては， 長い1'0:']のliHJい
経済力，}L¥い土地資源， 1920年代以来の自動車の大量利用などのほかに，アメリカと問機，開妬の初
JlJ以来，馬車交通を予位!して建設された道路がある.がIjえば， Toronto における初Wlの街路1屈は，車
道(馬f1ITH=J)が22フィ トー で，その両側に1フィートずつの馬車!駐車スベースがさり， さらにN寺をへ
だてて， jilHWIに1フィートずつの歩道があ った. これは十月;準I~l句な街路の|隔で、あ り》合計66 フィートで
あっ た5) 大通りはも っと広い.裏通りもあるがp 建物の表玄関へ通じ る通は， 少な くとも66フィー
トの'11吊をもっていたのである.アメリカと同様， fJ[jョ ーロ yパの伝統をヲ|いた都市計阿が，初期の段
II~ぎから行われていたのである 6)
カナダ者I~rhにおける!日i用化は ， アメリカ読みである.長大都市で、ある Toronto (大都市|をl人口280
万，1980年〉と 2'1立の Montreal(28077， 1980年〉でも， New Yorkなどより人口規模がはるかに
小さいので， 前者のiEtriビノレは952フィート (FirstCanadian Place) ， 後者のそれは624フィ トー
(Place Victoria)であって，Chicagoの1454フィ トー (SearsTower) ， New Yorkの1350フィ
ート (WorldTrade Center)よりも低い. しかし，大都市間人口70677の LosAagelesの最高ピノレ
が858フィ ー ト(UnitedCalifornia Bank)， 28975の Houstonの1002フィ ー ト(TexasCommerce 
Tovver)， 276万の Bostonの795フィー 卜(JohnHancock Tower)などと比べると，カナダ型都市
はーj芯アメリカ担|ぽI~ïlï と脅化の聞では似ているとし\える. ちなみに， Torontoには同さ1821フィー
トの CNTowerがあり，支柱などで支えられない建築物としては， "!lt界最高を誇っている7)
地下街の建設も， カナダ都市の大きな特徴である. アメリカでは地下街はその割りには発達してい
ないが，カナダ東部の 2大都市である Torontoと Montreal(;j:， きわめて大規模な地下街の建設を
続けてきた.それぞれの都心部には， 地下者l)rlOfといってもよいほどの規模の地下街 ・地下通路があ
り，地下鉄綱と 合わせて，深雪者I)rliの行き方としてj主目されている
まだで きていないが， これら両者1)市の地下街は， J苫舗数においては東京・大阪
などの地下街にはるかに劣ると考えられ， 少なくとも人 口割りには，実に壮大な面積規模をもってい
るようである.例えば Montrealにおいては，ダウンタウンの相当部分が，相互に地下道で連絡でき
る構造になっており， しばしば 1lTl以上の積雪を記録する大都市の生活を容易にしている.
IV.むすび
カナダの持者I)Ttlは 3 その大都市聞における人口規模をさ らに拡大しつつあり p 従って市街地面積も
I即']1:しつつある . 発展過程の差により，大凶洋岸，ケベ y クナト1，オンタリオナ1-1，プレーリ一地方，ブ
リテイッシ 1 コロンビア川などで， それぞれ異なる都市景観を見せているが，全体としていえること
は，近代的都市景矧による地域差の解消の方向である. これは世界的規模で')~られるものであり ， カ
ナ夕、、の特性とはならない. このUl:界的氾恨の近代的都市景観は， 隣国のア メリ カ合衆国で特に顕著な
ものであ り3 この点において， プjナ夕、、の:MI)ilf長官UHi~1Iニアメリカ文イヒ閣に隠するものとして容易にとら
えられよう.
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さらに詳細に見ると y 急速な画一化に対ーする反省として， 次の 3つの方向を強くとっていることが
指摘される. 1つはヲ多民族国家の特性を生かした街並みづくりであり， 特にレストランこ見られ
る.これは十分に成果をあげているとはいえないがy ある程度の個性化には成功している. もう 1つ
はp 都市中心部の一部に Iエレガント」ということばが似合うようなシ yグで落着いた{上みづく
りが進められていることである. ブティック庖の並ぶところに多い- 1;日3は，歴史的街並みの保存と
復元である.これは， しばしば第1 第 2の動向とつながっている
一口にいうと p カナダの都市景観は? 北アメリカ型の都市景観(立体化と EB!弱者r)rìTI~1守郊外住宅地〉
の大枠の中で，ますますケベ yグ化を進めようとしているケベ yク州をも合めてy 全体としてはy 多
民族国家の行き方のーっとしてのモザイタ化よりも， 近代的都市景観の普及という統一化へ向ってい
るといえようお.
本研究を行うに当って， Western Ontario大学の A.K. Philbrick教授， E. Bjorkund IW:!:， Guelph大学
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5. Shopping mal1 of Eaton's Centre， To-
ronlo. At least two levels under ground 
levc1. Canopy is a transparent arch. 
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8. A residential area near Universite d 
Montr匂1.Mostly apartment houses. 
10. Guelph， an old British-style town， has 
many whitish limestone houses. 
7. Frcnch-stylc ViCllX Monlreal. SlOllC and 
brick dominatc thc lo¥¥ ll.scapぃ
9. listorial slruclures 0 I1 thc Thal1lcs in 
London， Ont. 
]'1. Renovated Otta¥ a' S downtown l1l all. 
Low populaLion density is quiLe charac-
teristic to most of Canadian cloi¥nlown 
scencs. 
) j-〆の行ICiIi民間
12. 01d-fashioned houscs near downtown 
Ottawa. Compactnes never appears. 
] 4. A better residental area of once flour-
ishi ng town of Petrol ia. 
16. The only Japancsc folk art shop 1n 
Toronto. This is opcraled by a white 
汀ian.
13. A resid ential area of Paris， a small 
town in southern Ontario. Another typi-
cal North-American-style urban landscape. 
15. Port town of Halifax established by 
using topograhical conditions that enabled 
easy anchorage and over1ooking fortifi-
C'ation. Citadel on a hi11 at right edge. 
17. A Japanese food store in Chinatown of 
Toron to. Also sells goods. J apanese letters 
are not used for signs. 
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Toronto. Hangeul letters are charac.tcト
istic. 
弘樹協幹~~ .. ._. 
20. An Armenian restauτant in Toronto. 
An example of the minority's aclivitics. 
22. A so-called Ilalian town in Toronlo. 
Some shops have Italian names but most 
others ha ve English 011 cs. 
19. ~lain portion of Chi natown o( Toronto. 
I1erc Chinesc as signs arc most promin-
ent，but hOLlSC typcs are 100.9o Canadian. 
21. An lIungarian restaurant il1 Toronlo. 
Hungarian languagc is to be scen. 
23. 1コorLugucsc lown i n Toronlo. Ethn i c
characteristic is to bc sccn relativel y 
promi ncnty as j 1 1，he case oi color pref-
crenじcfor housc walls. 
カナ〆 の都市 景観 1 
Some Aspects of Canadian Townscape 
Yasuo MASAI 
The average Canadian city tends to have high-rise buildings in a geographically central 
part. The height of buildings diminishes veτy sharply around the central part and levels 
off， with some fluctu抗ions，to peripheries. Mt Fuji-like general slope of the townscape 
skyline is extended far out as if it is fading into the countryside. 1n this respect， the 
so-called N orth‘American townscape is clearly recognized in Canadian cities. By Japanese 
standards， the outer edge of the built-up areas should be said to be very distant from 
the center， but the time distance， which does not require so long as in Japan， often 
clisconcerts the Japanese observation 
A comparison with the American counterpart will reveal that the Canadian townscape 
is somevvhat different especially at the peripheries of the builtぺlpareas‘ The Canadian 
city tends to end with a relati-;ely' more sharp edge at the peripheries. 1n other words， 
clustering of suburban homes is clearer in Canada， although both Canadian ancl American 
cities have a common trait of sprawling. This is largely due to the fact that the zoning 
regulations in Canacla are stricter than in the US. To the Japanese observer， however， 
such a strict zoning 100ks a little too monotonous because of the single-purpose land uses 
that abound In the city. This， in turn， leads to an impression of orderliness vvhich is not 
often seen in the J apanese city 
Fig 1 illustrates schematic profiles of the townscape in Canada in comparison with 
that of the US， ]apan and other countries in the world. As is shown wel1， the Canadian 
townscape profile resembles the American one， a1together constituting the North-American 
townscape. Although there is some regional variances， this general form is said to prevail 
over the Canadian territory from the Atlantic to the Pacific. 
A comparison of Toronto with Montreal， both having about the same population， reveals 
that Montreal' s townscape has many more apartment-type buildings. This may be a 
common characteristic to the cities of Quebec Province， but it has not been documented 
yet. There 1s a tenclency among older cities to have more numerous older buildings. As 
a result， eastern cities and western cities have a regional variance respectively. It is 
possible to say that smal towns in Northwest Territories ancl Yukon Territory， especially 
those in the Aγctic， could form another regional variance 
Ethnicity stil prevails in the Canadian city. There is a c1ear tendency among each 
ethnic grollp to live together， callsing clear separated living between clifferent ethnic 
groups. Ethnicity in townscape is generally encouraged， and this fact is often reported 
or even propagated louc1ly. Foreign visitors may easily find the differences in townscape 
while walking along streets. But this clistinction usually is restrictecl only to some shop-
ping streets or areas. Even in these shopping streets or areas， distinction is normally 
possibJe only by letters usecl as signs of shops or establishments and also by ethnically 
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different people themselves. Architectural styles， however， do not differ much from the 
ordinary (typically Canadian) streets. Even in Chinatowns of Toronto and Vancouver， the 
two largest of that sort in Canada， only several buildings out of hundreds have characte-
ristically Chinese architectural styles. Diversity in Canadian townscape stille exists， and 
in some cases， itis encouraged to be so， but the general trend is to unify or assimilate， 
rather than variegate， orginally different architectural styles. It could be considered that 
Canadal s townscape does not vary so much as its variety in ethnicity. This is sharply 
contrasted with the fact that Japan， a mono-ethnic nation， isconsisted of various cultural 
traits intentionally introduced without sizable immigration of people. 
A ty pical example is Toronto. There are many ethnic shopping streets there. But most 
of the street names are English. Even in Chinatown， the street names are English such 
as Dundas. Only the names of the shopes may be Chinese. To be sure that even Chinese 
shops normal1y have their sign names in alphabet -a few use Chinese characters solely 
Around there are some sections where Chinese people live in more or less clustered 
form. All the houses 1001<: like ordinary Canadian houses. It is extremely difficult to 
recognize Chinese characteristics there except for people wa1king by. Some would argue 
that Chinese characteristics are tremendous in Chinatown because many streets have 
English narnes written in both English alphabet and Chinese character. This is， however， 
to be ignored if compared with Japanese townscape in which numerous street names are 
written in both kanji and romaji or even alphabet in English (e g.， Sakura.dori Ave). 1n 
Japan， juxtaposition of both Japanese (Eastern) and Western architectures is ubiquitous. 
This phenomenon is not exceptional at al but a nationwide thing. 1n contrast，_ the patch-
work of ethnic quarters in Canada is only limited to the functions and the store signs 
but the architectures are nearly 100% ¥Vestern. Of course， variety can be recognized 
within architectural form. English vs French， Greek vs German， al of these exist in the 
Canadian to¥vnscape， but al of them belong to vVestern type (including modern interna-
tional type.). 
1n sum， the mono-culture-oriented townscape in multi-ethinc Canada is to be contrasted 
with the multi-culture-oriented townscape of mono-ethnic Japan 
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